
 

佐
賀
地
本
は
、
11
月
３
日

（
金
）
及
び
４
日
（
土
）
、
伊

万
里
港
開
港
50
周
年
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た
「
伊
万
里
み
な
と

祭
り
２
０
１
７
」
に
お
い
て
、

第
43
掃
海
隊
（
下
関
）
に
所
属

す
る
掃
海
艇
「
う
く
し
ま
」

「
と
よ
し
ま
」
の
一
般
公
開
を

支
援
し
ま
し
た
。 

 

３
日
（
金
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
主
催
者

か
ら
掃
海
隊
司
令
に
花
束
が
贈

呈
さ
れ
、
そ
の
後
、
佐
世
保
音

楽
隊
に
よ
る
開
催
を
祝
し
た
ス

テ
ー
ジ
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

車
両
（
パ
ジ
ェ
ロ
）
展
示

コ
ー
ナ
ー
及
び
広
報
ブ
ー
ス
の

制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
掃

海
艇
の
見
学
を
終
え
た
多
く
の

方
々
が
立
ち
寄
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
３
日
（
金
）
夜
に
行

わ
れ
た
花
火
大
会
の
後
に
は
、

掃
海
艇
の
電
灯
艦
飾
（
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
）
が
行
わ
れ
、
来
場
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
県
民
の
方
々

に
、
自
衛
隊
に
対
す
る
認
識
と

理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
に

広
報
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 
 

 

広
報
室
及
び
佐
賀
募
集
案
内

所
は
、
11
月
2
日
（
木
）
、
佐

賀
市
内
の
嘉
瀬
川
河
川
敷
に
お

い
て
、
２
０
１
７
佐
賀
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
の
子
供
向
け
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
キ
ッ
ズ

デ
ー
の
「
働
く
車
」
コ
ー
ナ
ー

に
、
パ
ジ
ェ
ロ
の
展
示
を
行
い

ま
し
た
。 

 

警
察
・
消
防
等
の
働
く
車
が

展
示
さ
れ
、
来
場
し
た
保
育

園
・
幼
稚
園
児
で
賑
わ
う
中
、

佐
賀
地
本
が
展
示
し
た
パ
ジ
ェ

ロ
に
も
多
く
の
子
供
た
ち
が
集 

 

佐
賀
地
本
は
、
10
月
14
日

（
土
）
、
目
達
原
駐
屯
地
に
お

い
て
、
第
５
期
防
衛
医
科
大
学

校
看
護
学
科
学
生
第
１
次
試
験

を
行
い
ま
し
た
。 

 

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科

は
、
保
健
師
・
看
護
師
で
あ
る

幹
部
自
衛
官
を
育
成
す
る
コ
ー

ス
で
、
４
年
間
の
教
育
を
受
け
、

保
健
師
・
看
護
師
の
国
家
資
格

の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。 

 

当
日
は
、
厳
正
な
試
験
管
理 

ま
り
ま
し
た
。 

 

パ
ジ
ェ
ロ
の
運
転
席
に
座
っ

た
園
児
た
ち
は
、
敬
礼
の
ポ
ー

ズ
を
し
た
り
し
て
、
思
い
思
い

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 
園
児
か
ら
は
、
「
か
っ
こ
よ

か
っ
た
。
」
「
将
来
は
、
自
衛

官
に
な
り
た
い
。
」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
地
域
の
皆
様

方
に
自
衛
隊
へ
の
親
近
感
を

も
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
今
後
も

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
て
参
り
ま
す
。 

に
よ
り
、
整
斉
円
滑
に
試
験
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

13
名
（
男
子
３
名
、
女
子
10

名
）
の
受
験
者
全
員
が
、
長
時

間
の
試
験
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
後
ま
で
精
一
杯
取
り
組
ん
で

い
る
姿
か
ら
は
、
合
格
し
た
い

と
の
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
引
き
続
き
、

各
種
採
用
試
験
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
９
月
29
日

（
金
）
か
ら
10
月
３
日
（
火
）

ま
で
の
間
、
目
達
原
駐
屯
地
に

お
い
て
、
第
４
特
科
連
隊
（
久

留
米
）
が
担
任
す
る
予
備
自
衛

官
５
日
間
招
集
訓
練
に
参
加
す

る
１
６
０
名
の
予
備
自
衛
官
の

受
入
れ
等
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
予
備
自
衛
官
は
、

真
剣
な
表
情
で
各
種
訓
練
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訓
練
に
は
、
最
終
の

任
期
満
了
を
迎
え
る
７
名
の
方

と
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
５
年 

 

佐
賀
地
本
は
、
10
月
18
日

（
水
）
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
は

が
く
れ
に
お
い
て
、
毎
月
第
三

水
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
「
三

水
会
」
の
定
例
会
を
担
当
し
ま

し
た
。 

 

三
水
会
の
会
員
は
、
佐
賀
県

内
に
所
在
す
る
国
等
の
機
関
の

長
及
び
県
知
事
・
佐
賀
市
長
で

あ
り
、
会
の
目
的
は
、
施
策
や

情
報
の
収
集
、
意
見
交
換
を
行

う
と
と
も
に
、
各
機
関
等
間
の

交
流
を
図
り
、
業
務
の
円
滑
な

推
進
に
資
す
る
こ
と
で
す
。 

間
勤
務
さ
れ
た
１
名
の
方
が
参

加
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
勤
続
を

称
え
て
、
表
彰
状
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。 

 

訓
練
参
加
者
は
、
「
予
備
自

衛
官
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
普
段
の
仕
事
に
も
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
し
、

す
が
す
が
し
い
表
情
で
目
達
原

駐
屯
地
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
予
備
自
衛
官

と
訓
練
担
当
部
隊
と
の
連
携
を

大
切
に
し
、
安
心
し
て
出
頭
で

き
る
環
境
を
保
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

会
は
、
12
時
か
ら
行
わ
れ
、

昼
食
の
後
、
輪
番
制
で
当
番
事

務
所
等
の
長
に
よ
る
講
話
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
回

は
、
佐
賀
地
本
長
が
「
こ
の
旗

の
国
を
護
る
」
の
演
題
で
講
話

を
行
い
ま
し
た
。 

 

大
塚
地
本
長
は
、
防
衛
大
学

校
第
１
期
学
生
に
対
す
る
吉
田

総
理
の
遺
訓
を
引
用
し
て
、
会

員
の
皆
様
方
に
国
防
の
重
要
性

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
頂
き
、

本
会
を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

     

佐
賀
県
が
全
国
第
１
位
で
あ

る
も
の
は
、
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
佐
賀
県
統
計
協
会
に
よ
れ

ば
、
有
明
海
で
有
名
な
海
苔
の

販
売
額
は
、
全
国
第
１
位
で
す
。

 

ま
た
、
佐
賀
県
民
の
勤
勉
性

を
象
徴
し
て
い
る
の
か
、
実
労

働
時
間
（
月
間
）
は
、
男
女
と

も
全
国
第
１
位
で
す
。 

 

刑
法
犯
検
挙
率
も
最
も
高
く
、

警
察
組
織
が
検
挙
率
を
上
げ
る

た
め
に
、
日
夜
努
力
し
て
い
る

姿
が
想
像
で
き
ま
す
が
、
不
名

誉
な
こ
と
に
人
口
10
万
人
当
た

り
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
全

国
第
１
位
で
す
。 

 

佐
賀
県
が
全
国
第
１
位
で
あ

る
そ
の
他
の
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。
耕
地
利
用
率
、
電
子

黒
板
の
あ
る
学
校
の
割
合
、
障

害
者
法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の

割
合
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
数
、

持
ち
家
比
率
、
軽
自
動
車
普
及

率
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
普
及

率
、
延
長
保
育
実
施
率
、
ま
だ

ま
だ
、
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
、

こ
れ
位
に
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
ど
も
の
自
衛
隊
佐

賀
地
方
協
力
本
部
は
、
自
衛
官

等
の
募
集
業
務
等
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
出
身
県
別
自
衛
官
数

は
、
残
念
な
が
ら
、
全
国
第
１

位
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

し
か
し
な
が
ら
、
熱
意
あ
る

広
報
官
（
自
衛
官
等
の
募
集
を

行
う
自
衛
官
）
ば
か
り
で
す
。 

 

見
た
目
は
、
怖
く
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
心
は
優
し

い
広
報
官
で
す
の
で
、
あ
な
た

も
勇
気
を
も
っ
て
、
家
の
近
く

の
地
域
事
務
所
等
（
自
衛
官
等

の
募
集
を
行
う
事
務
所
）
の
ド

ア
を
開
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 
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武
雄
地
域
事
務
所
は
、
８
月

～
９
月
に
か
け
て
、
担
当
の
鹿

島
地
区
に
お
い
て
募
集
制
度
説

明
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
受
験

希
望
者
一
人
一
人
の
都
合
に
合

わ
せ
て
、
日
時
・
場
所
の
選
定

を
行
い
、
よ
り
多
く
の
方
に
参

加
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

参
加
者
の
中
に
は
、
自
ら
受

験
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
も
い

れ
ば
、
周
囲
の
方
に
勧
め
ら
れ

て
受
験
を
考
え
て
い
る
方
、
他

公
務
員
等
と
の
併
願
を
考
え
て 

 

唐
津
出
張
所
は
、
９
月
～
10

月
に
か
け
て
、
担
当
の
中
学
校

（
唐
津
・
玄
海
地
区
）
６
校
の

２
年
生
27
名
の
職
場
体
験
学
習

に
同
行
し
ま
し
た
。 

 

生
徒
た
ち
は
、
陸
海
空
各
自

衛
隊
の
駐
屯
地
・
基
地
に
お
い

て
、
自
衛
隊
の
概
要
説
明
を
受

け
た
後
、
陸
自
で
は
、
施
設
見

学
や
迷
彩
フ
ェ
イ
ス
の
体
験
、

海
自
で
は
、
艦
艇
見
学
や
手
旗

信
号
の
体
験
、
空
自
で
は
、
航

空
機
の
見
学
等
を
行
い
ま
し
た
。 

い
る
方
や
受
験
種
目
の
選
定
に

迷
っ
て
い
る
方
等
、
様
々
な
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
特

に
入
隊
後
の
体
力
面
や
免
許
取

得
に
関
す
る
質
問
が
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
参
加
者
一
人
一
人

に
応
じ
た
丁
寧
な
説
明
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
不
安
や
疑
問
を

解
消
し
て
頂
け
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。 

 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
受
験
希
望
者
に
寄
り
添
っ
た

募
集
制
度
説
明
会
の
開
催
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

生
徒
た
ち
か
ら
の
お
礼
の
手

紙
に
は
、
「
普
段
聞
け
な
い
自

衛
隊
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ

て
、
自
衛
隊
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
」
「
一
斉
に
敬
礼
す
る

姿
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で

す
。
」
等
の
嬉
し
い
感
想
も
あ

り
ま
し
た
。 

 
唐
津
出
張
所
は
、
今
後
も
職

場
体
験
学
習
等
の
場
を
有
効
に

活
用
し
て
、
生
徒
に
自
衛
隊
を

身
近
な
存
在
と
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
て
参
り
ま
す
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
10
月

１
日
（
日
）
、
佐
賀
市
青
少
年

セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
バ
ル
ー
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
３
階
）
で
行
わ

れ
た
、
佐
賀
市
青
少
年
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
に
お
い
て
、
青
少

年
を
対
象
と
し
た
「
公
務
員
と

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」
に
参
加
し

ま
し
た
。 

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
、

青
少
年
に
公
務
員
の
仕
事
内
容

や
日
頃
の
業
務
を
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
職
業
に
対
し
て

の
興
味
を
深
め
、
自
立
の
一
助 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
10
月

１
日
（
日
）
、
神
埼
市
千
代
田

文
化
会
館
（
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー

ル
）
で
行
わ
れ
た
神
埼
市
防
衛

協
会
主
催
の
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
ｉ
ｎ
神
埼
」
に
お
い
て
、

広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
航
空
自

衛
隊
西
部
航
空
音
楽
隊
（
春

日
）
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や

サ
ッ
ク
ス
の
四
重
奏
、
金
管
五

重
奏
等
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
神

埼
市
や
近
隣
市
町
か
ら
訪
れ
た

多
く
の
観
客
が
演
奏
を
楽
し
ん 

と
し
て
頂
く
も
の
で
す
。 

 
自
衛
隊
か
ら
の
説
明
者
と
し

て
、
佐
賀
地
本
に
勤
務
す
る
古

賀
１
曹
の
子
女
の
古
賀
１
士
の

派
遣
を
依
頼
し
、
同
年
代
の
高

校
生
に
自
身
の
体
験
談
を
交
え

な
が
ら
、
等
身
大
の
言
葉
で
自

衛
官
の
や
り
が
い
や
魅
力
を

語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
今
後

も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
青

少
年
の
方
々
に
職
業
と
し
て
の

自
衛
官
の
魅
力
を
伝
え
て
参
り

ま
す
。 

で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

演
奏
会
終
了
後
に
は
、
多
く

の
方
々
か
ら
「
良
か
っ
た
ね
～

ま
た
来
年
も
す
る
と
ね
？
」
等

の
嬉
し
い
感
想
を
多
く
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

来
場
者
に
は
、
自
衛
隊
を
受

験
し
た
い
と
の
女
性
も
お
ら
れ
、

自
衛
官
募
集
コ
ー
ナ
ー
に
お
い

て
、
募
集
制
度
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
各
種
行
事
を
通
じ
て
、
広
報

活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

広
報
室
及
び
唐
津
出
張
所
は
、
10
月

17
日
（
火
）
、
唐
津
妙
見
埠
頭
に
入
港

し
た
水
中
処
分
母
船
の
一
般
公
開
を
支

援
し
ま
し
た
。 

 

水
中
処
分
母
船
は
、
機
雷
や
不
発
弾

等
の
水
中
爆
発
物
処
理
の
支
援
を
任
務

と
し
て
お
り
、
佐
世
保
地
方
隊
に
所
属

し
て
い
ま
す
。 

 

当
日
は
、
秋
の
長
雨
が
一
時
休
ま
り
、

自
衛
隊
家
族
会
の
方
や
案
内
チ
ラ
シ
を

ご
覧
に
な
っ
た
方
等
、
多
く
の
方
々
に

見
学
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
 

佐
賀
地
本
は
、
引
き
続
き
、
海
上
自

衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う

広
報
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 予備自衛官は、非常勤の特別職国家公務員として、普段はそれぞれの職業に
従事しながら、訓練招集命令により出頭し、予備自衛官として必要な知識・技
能を維持するため年間5日間（自衛官退職後1年未満に出身自衛隊に採用された
者の初年度は1日間）の訓練に応じます。 
 防衛招集には、予備自衛官から自衛官となって、駐屯地の警備や後方支援等
の任務にあたります。大規模な災害発生時においても大臣が特に必要と認める
場合には、災害派遣に応じることとなります。また、国民保護等招集により出
動し、国民保護の任務に就くこととなります。 

迷彩フェイスを体験（陸自目達原駐屯地） 

手旗信号を体験（海自佐世保基地） 

募集種目 応募資格（学歴・年齢） 受付期間 １次試験日 

自衛官候補生（男子） 
１８歳以上 
２７歳未満の方 

年間を通じて 
行っております。 

受付時にお知らせします。 

防衛大学校学生 
一般（後期） 

高卒（見込者を含む。） 
２１歳未満の方 

３０年１月２０日 
～２６日 

３０年２月１７日 

陸上自衛隊 
高等工科学校 

生徒 

推薦 

男子で 
中卒（見込者を含む。） 
１７歳未満の方 

１１月１日 
 ～１２月１日 

３０年１月６日～８日 
※いずれか１日を指定されます。 

一般 
１１月１日 
～３０年１月９日 

３０年１月２０日 

中
学
生
が
陸
海
空
自
衛
隊
を
体
験 

鳥
栖 
唐
津 

佐
賀 

採 用 案 内 

青
少
年
に
自
衛
官
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ 

演
奏
会
を
通
じ
て
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

受
験
希
望
者
の
不
安
を
解
消 

武
雄 

航空機を見学（空自春日基地） 

募集制度の説明を受ける参加者 
（鹿島市民会館会議室） 

募集制度の説明を受ける参加者 
（鹿島市役所会議室） 

乗艦する見学者 

水
中
処
分
母
船
が
入
港 

自衛官の魅力を学生に伝える 
古賀１士（西部方面通信群所属） 

予備自衛官制度とは 

西部航空方面音楽隊による 
アンサンブル演奏 

自衛官募集コーナーでの広報活動 

公務員と学生とのフリートーク 


